
「競争」と「協調」に向けた企業の実践事例 
 

コマツにおける「競争」と「協調」と知財戦略 

２０１５年２月２７日 

コマツ 
研究本部 知的財産部 

花本 忠幸 

NO. 1 
バケット容量 0.008m3

機械質量 300 kg 

PC01
バケット容量 42m3

機械質量 752,000 kg

PC8000
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・設立 ：１９２１年５月１３日 

・連結売上高 ：１兆９,５３６億円 

・営業利益 ：２,４０４億円 

・総資産 ：２兆６,５１５億円 

建設機械・車両事業の地域別売上高*構成 

・連結子会社 ：１４３社 

  （日本）２２社 （海外）１２１社 

・連結従業員数：４７,２０８人 

 社員の約５８％は外国人 

１．会社紹介 ２０１３年度の実績 

事業別の売上高*構成 



「建設機械･車両」の主要商品 



１．知的財産部の紹介 
•活動方針 
「他社知財権に対する侵害に関するリスク回避」
と「自社知財権の確保と権利行使」で、 
 自社ビジネスにおいて本来の競争力が発揮でき
る様に貢献する。 
①経営的視点での知財問題の解決 
②研究・開発拠点での知的財産発掘活動 
③開発プロセスで、他社の知財権侵害リスクを
回避 

④自社商品の競争力確保のための権利化と侵
害への適正な対抗 

⑤業界トップレベルの知財問題解決能力の維持 
 

•知的財産部の組織と担当業務 

・商標権 
・係争業務への対応など 

開発に連動した他社権利に対する侵
害回避と知的財産の権利化業務 

図 知的財産部の組織と担当業務 

•コンセプト 

•技術（課題
解決の技術
思想） 

•デザイン 

知財ガード（ビジネスの競争力維持に貢献する） 

商標 特許・意匠 知財訴訟
リスク回避 

競合会社や 

模倣会社など 

ブランド   

 

 

権利行使 

図 めざすべき知的財産活動のイメージ 

ビジネス 
•製品で勝つ 
•サービスで勝つ 
•ソリューションで勝つ 

研究本部 

 知的財産部  

本社GR 開発事業所GR 
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２．グローバル展開とクローズ・オープン戦略 
①建設・鉱山機械の世界需要の推移  

• 1990年頃、日本国内の需要がピーク。 

 世界の需要の約半分の需要。 

• 2003年以降、海外需要、特に中国等の需要が急拡大 

• 2008，2009年はリーマンショックで、需要減退。 

• 2010年に需要復活。 

• 2010年以降の需要は、横ばい。日米欧の比率拡大。 



②海外展開の歴史 

     1955        アルゼンチン向け、初の建機輸出 

                          1964        インドに初の海外駐在員事務所を設立 

                         1967-71   欧米・アジアに販売会社を設立 

                       1975        コマツブラジル（有）設立。初の海外工場 

                     1982        小松インドネシア（株）設立 

                   1985        英国小松（株）設立 

                  1985      小松アメリカマニュファクチャリング（株）設立（現チャタヌガ工場） 

                1988       小松ドレッサーカンパニー（ＫＤＣ）設立 

               1989       ハノマーグ社に資本参加（現コマツハノマーグ（有）） 

            1994        ＫＤＣを１００％子会社化（現コマツアメリカ（株）） 

           1995        ファイコマツインダストリーズ（株）設立 
    （現コマツイタリア製造（株）） 
        1995-96   中国に合弁会社を３社設立 

       1996        デマーグコマツ（有）設立 （現コマツマイニングジャーマニー（有）） 
     1998        （株）アイ・ピー・エー設立。カミンズ社との合弁会社 

   2004       コマツフォレストＡＢ設立 

  2007      コマツインディア（有）設立 

 2008     コマツロシア製造（有）設立。２０１０年に生産開始。                      

 （注）赤字はM&A 



③コマツのクローズ・オープン戦略 

• ブランド 

– ロゴは「         」に統一 商標を世界中に出願・登録 

– 商品デザインは、デザイン部門による統一デザイン 

デザインは、知財(意匠）でガード 

• 商品開発 

– 開発技術は、原則、知財でガード（知財部は、開発部門に密着して活動） 

• 開発・生産ノウハウ 

– マザー工場で、製品を開発し、開発時に開発と生産がサイマル活動。ノウハウは
マザー工場に蓄積。また、マザー工場はチャイルド工場の生産に責任を持つ。 

– 製品本体は需要のある地域で現地生産するが、キーコンポのマザー工場は、日
本にあり、原則、本体製造工場へは日本より供給。 

– 設計成果物(図面等）、社内技術標準、生産関係技術書類などは、営業秘密。開
発部門や生産部門で集中管理。海外製造工場等へはライセンス生産に伴い、必
要分のみ開示。 

– 協力企業は、コマツミドリ会として囲い込み（運命共同体）。調達本部が管理。 

 

 

 



④知財問題での業界協調の例（中国模倣品問題） 
•2006年から同業他社(現在8社）と共同で、外部調査会社を使った実態調査と摘発
（行政執行）を積極的に実施している。（フィルタが中心） 
•活動内容は、市場一斉調査・摘発、模倣品製造業者調査・摘発、当局への訪問など。 
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３．新商品戦略とオープンイノベーション 
① 新商品戦略 



・ダントツ商品 

●ダントツ商品とは 

ブルドーザ D51PX-22 

ダントツ視界性：大幅改善 

安全 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ FH40/45-1 

ダントツ燃費： 
燃費大幅低減 

経済性 

次の２つを兼ね備えた商品を「ダントツ商品」と呼ぶ 

安全、環境/経済性、ICTの中
の１つ又は２つの特長が他社
を凌駕。 

＋ ＝ ダントツ 
商品 

販売価upが可能で、
ｺｽﾄ競争力が高く、利
益に貢献 

●ダントツ商品の例 

ダントツ燃費： 
燃費大幅低減 

環境・ICT 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ油圧ｼｮﾍﾞﾙ
PC200-8E0 

エンジン・油圧機器・パワートレイン・メカトロ機器・パワエレ機器・制御(含む
ソフトウエア）や車体開発技術などコア技術の自主開発成果がベース 



KOMTRAXとは、「Komatsu Machine Tracking 

System」 の略称で、世界で稼動する建設車

両から自動で情報を収集し、遠隔から車両の

監視･管理･分析を可能にするべくコマツが開

発した仕組み。情報は、Webで顧客に提供す

ると共に、代理店、現地法人、コマツで活用し

ている。 

・ダントツサービス （KOMTRAX） 
●KOMTRAXｼｽﾃﾑの概要 

研究・開発部門の自主先行研究とサービス部門の企画と先進ユーザの連携が契機
となり実用化。技術的には自主開発成果がベース。 
サーバ管理、ソフト開発も自主運営。用途開発は現地サービス拠点が展開リード。 



オーストラリアの鉄鉱山で稼働するコマツの無人ダンプトラック「930E」 

・ダントツソリューション（無人ダンプ） 
無人ダンプトラックは施工ｻﾎﾟｰﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ。  
顧客ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝに入り込みﾉｳﾊｳを溜込み、顧客収益構造の中で価値を見える化していく。 

顧客：安全性も向上し、オペレーションコストが低減する。 
→ メーカ：車体の販売利益、機械のライフサイクルでの収益が増大する。 



・ダントツソリューション（無人ダンプ） 

単独の研究段階では、 
当初、ライバル会社に後れを取っていたが、
鉱山機械管理システムのベンチャー企業
(MMS社)を買収し、共同開発により、世界で
初めて実用化に成功した。 

自社コア技術（車体のメカ
トロ機器、制御技術）と
MMS社の計測・通信機器・
管理ソフト技術や鉱山現場
知識との融合 



・ダントツソリューション(ICT建機) 
●ブルドーザでの取り組み 

情報化施工とは、ICT技術の活用により、高効率・高精度な施工を実現するもので、現場の検測
作業などが大幅に省力化され施工時間が大幅に短縮される。またオペレータの技能に依存しな
い高精度な作業を実現可能。 



・ダントツソリューション(ICT建機) 

情報化施工の市場は、従前より存在し、計測機メーカが建設機械に後付けしていた。 
計測機メーカと協業し、計測機メーカの計測機器や計測ソフトや管理ソフトなどの資産を生
かし、自社のメカトロ機器実装技術やソフト技術などにより、情報化施工用の建設機械の信
頼性を大幅に改善することで、情報化施工の市場拡大と建設機械メーカとして新たな付加
価値確保をねらった。 
さらに、この例では自社コア技術である制御技術を融合し、商品性の向上を図った。 



②オープンイノベーションへの取組み 

将来建機開発(特にダントツソリューション)実現のためには、コマツのコア技術にプラスして、
現在のコマツに不足した知識・情報及び技術の早期取り込みが不可欠である。  

「産学連携活動」 「産産連携活動」の更なる強化。 

また、ソリューション開発のためには、顧客現場簿深い理解や顧客との協業が必要になる。 

今後、オープンイノベーションの進展に応じた知財戦略の強化が必要と考えている。 



最後に 

• 多数の顧客が満足する、より価値のある商品・サービスを健全で公正な「競争」
のもとに提供されることが、社会の発展につながると考える。 

• 従って、各企業や産業の競争力強化は、社会全体の利益になると考える。 

• 「協調」は、健全で公正な競争を抑制するものでは、社会全体の不利益になる。 

• 「協調」は、顧客の利益を尊重し、互いの競争力強化につながる様なWin-Winな
ものである必要があると考える。 

• 知財は、社会に提供されるより価値のある商品・サービスのために、公正な「競
争」や適正な「協調」を担保する様に機能すべきであると考える。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 


